ナノ テク 材料 の ビジ ネス 戦略 


奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 


桐 畑 哲 也 


は じ め に 


《 鉄 の 10 倍 の 強度 で わずか の 重 さ の 材料 国会 図 
胞 を 細胞 数 個 程度 の 段階 で 検知 》 

月 21 日 , カ リフ ォ ル ニア 工科 大 学 に お ける 演説 で 、 ナ ノ テ ク に よ 
標 を 示し 、 世界 に 先駆 けた 国家 プロ ジェ クト し て の 国家 ナノ テク ノ 


に 収納 が ん * 
クリ ント ン 前 大 統領 は 、 2001 年 1 
り 達 成す べき 上 記 の 具体 的 な 


嘩 


館 の 情報 全て を 角砂糖 サイ ズ の デバ イス 


ロジ 一 戦略 (NNI:National Nanotechnology Initiative) を スタ ー ト させ た 。 


クリ ント ン 演 説 は 「 こ れ ら の 実現 に は ,20 年 政 い は それ 以上 か か る か も し れ な い 。 それ だ け に , 連 
邦 政 府 が 取り 組む べき 重要 な 役割 で ある 。(National Science and Technology Council, 
と 指摘 し 、 連 邦 政府 が ナノ テク の 研究 開発 に イニ シア ティ ブ を 発揮 する と いう 強い 決 


2000,p.13) 」 
意 を 示し て いる 。 


この 米 
の 関心 が 高まり を みせ た 。 政府 は ,2002 年 12 月 『「 産 業 発掘 戦略 一 技術 革新 」4 分 野 に 関す る 戦 
略 』 を 発表 し , ナ ノ テ クノ ロジ ー・ 材 料 分 野 を 「 国 際 市 場 で 競争 力 を 有する 将来 の 我が国 の 主要 産 
業 に 育て て いく 事 が 重要 で ある 」 と 指摘 する と 共に , ナ ノ テ ク 関 連 産 業 の 国内 市 場 規 模 は ,2010 年 


に は 20-26 3 


国 の NNI を 一 種 の "黒船" として, 我が国 に お いて も 遅れ ば せな が ら 、 ナ ノ テ クビ ジネス へ 


K 円 に 達する と 予測 し て いる 。 また , 日 本 経済 団体 連合 会 は ,2002 年 11 月 に 発表 し た 


提言 『 ナ ノ テ ク が 創る 新 産業 -n-Plan2002-』 の 中 で ,「 ナ ノ テ クノ ロジ ー に 関す る 優れ た 研究 成果 を 


発掘 し , 産 業 


取組 み の 強 化 を 提言 し た 。 

本 節 で は , 我 が 国 に お いて ナノ テク ビジ ネス が 注目 され る 背景 , ナ ノ テク 関連 市 場 を 概観 し た 上 
で , ナ ノ テ ク ・ 材 料 ビ ジネス を 念頭 に 、 ナ ノ テ クビ ジネス の 課題 に つい て 論じ る 。 その 上 で , ナ ノ テ ク 
産業 化 の 方 向 性 と 求め られ る 公 的 セク ター の 役割 に つい て 指摘 する 。 


こつ な げ て いく た め の ] 


X 組 み が 重 要 で ある 」 と 述べ , 産 業界 と し て ナノ テク 事業 化 へ の 


1 ナノ テク ビジ ネス が 注目 され る 背景 


我 が 


型 で , 新 た な 産業 創出 の 起爆 剤 と し て , ナ ノ テ ク が 注目 され る 理由 は , 大 きく 2 つ あ る 。 第 1 に 


「 ナ ノ テ クノ ロジ ー は 基盤 技術 で ある が 政 に , 広 範 な 分 野 で 次 世代 の 産業 や 社会 に 大 き な 影響 を 
与え る (経済 団体 連合 会,2000) 」 点 で ある 。 


ナノ テク は , 材 料 , 


バイ オ テ ク ノロ ジー, エ レク トロ ニク ス , 環境 ・ エ ネル ギ - の 各 分 野 を 変革 する 基幹 


技術 と し て 分 野 を 超え て 関わ り 合 い , こ れ ら の 技術 を 強化 する 役割 を 担 2。 ナノ テク を 駆使 する こと 


で , こ うし た 各 分 野 に お いて , 革 閑 
既に 30 カ国 


近 和 


E, 各 


『 的 な 製品 や デバ イス の 創出 が 期待 され て いる ( 図 1)。 
以上 の 国々 が , ナ ノ テ ク に 関す る 国家 レベ ル の 研究 開発 プロ グラ ム を 策定 し て お り , 


国政 府 の 研究 開発 支 H 


の { 


1 び は 著しい 。 例え ば 米国 で は 1997 年 に は 1 億 240 万 ドル だ 


っ た 政府 の 研究 開発 支出 が 2000 年 に は 2 億 9300 万 ドル に 増加 し て いる ( 図 2)。 また EU で は 
1997 年 か ら 2000 年 に か け て 1 億 1440 万 ドル か ら 2 億 1050 万 ドル に 増加 , 我 が 国 で は 9350 万 
ドル か ら 1 億 8990 万 ドル に 増加 し て いる (OECD,2003,pp.44-45)。 


図 1. ナノ テク ノロ ジー の 応用 分 野 
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出典 : 特 許 庁 (2002) 、「 ナ ノ テ クノ ロジ ー の 応用 に 関す る 特許 出願 技術 動向 調査 」、p.2 


図 2. ナノ テク に お ける 各国 政府 研究 開発 支出 
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出典 : OECD(2003) “Science, Technology and Industry Scoreboard” OECD Publication 
Service, p45 


第 2 に , ナ ノ テ ク の 研究 開発 に お いて , 我 が 国 が , 国 際 的 に 見 て 比較 優位 に ある と 認識 され て いる 
点 で ある 。 経済 団体 連合 会 (2000) は 「 こ の 10 年 来 . ナ ノ メ ー ト ル と いう 原子 , 分 子 レ ベル の 微細 な 
世界 の 技術 を 扱う ナノ テク ノロ ジー の 基礎 的 研究 開発 を 進め て お り , そ の 水準 は 世界 の トッ プレ ベ 
ル に ある 」 と 指摘 し て いる 。 

た だ 、 こ うし た ナノ テク に お ける 我が国 の 優位 性 を 世界 に 知ら し め た の も , 残 念 な が ら 米 国 で あっ 
た 。 世界 技術 評価 セン ター (WTEC:World Technology Evaluation Center) が ,1999 年 9 月 に ホワ 
イト ハウ ス に 提出 し た 報告 書 (Nanostructure Science and Technology) に お いて , 我 が 国 は デバ イ 
ス , 複 合 材料 で , 欧 米 を 押さ えて 首位 と な っ て いる と し た ( 表 1)。 

この 報告 書 は ,WTEC の 調査 チー ム が , 日 米 欧 の ナノ テク 関連 研究 機関 を 直接 訪問 し , 米 国 , 欧 
州 , 日 本 の ナノ テク 研究 レベ ル の 現状 を 336 真 に 及ぶ 報告 書 と し て まとめ た も の で ある 。 ナノ テク に 
お いて は , 米 国 が 圧倒 的 優位 な 状況 で は な いと する この 報告 書 は ,NNI 策定 の 根拠 と な っ た 。 
図 3 は 、 ナ ノ 構 造 材料 技術 を テー マ 別 に 見 た 日 米 欧 の 特許 出願 人 割合 を 示し て いる 。 特許 の 出 
願 人 割合 の 高低 は 、 直接 、 研 究 レ ベル の 優位 性 を 示す も の で は な い が 、 「 バ イオ 関連 ナノ 構造 
体 」 を 除き , 少 な く と も 割合 の 上 で は , 我 が 国 は 欧米 を 上 回 る 状況 と な っ て いる 。 ナノ テク ・ 材 料 領域 
の 産業 化 、 ビ ジネス 化 で 見 る と , 我 が 国 は 、 区 米 と 導 色 の な い 基 礎 研究 レベ ル を 有 し て いる こと が 
分 か る 。 


表 1 WTEC に よる ナノ 関連 科学 技術 の 日 米 欧 比較 


茂る アッ セン プリ BN | 日 本 


本 の 同和 


i | 箱 -| -H ま ー 
5 
板材 料  | 時 | 炉 晃 | 


出典 :WTEC(1999) “Nanostructure Science and Technology: R&D Status and Trends in 


Nanoparticles, Nanostructured Materials, and Nanodevices”,pXX i 


図 3 ナノ 構造 材料 技術 テー マ 別 出願 人 割合 


ナノ 製造 基盤 技術 炭素 ・ 有 機 ナノ 構造 体 


ーー 欧州 


バイ オ 関 連 ナ ノ 構 造 体 高 分 子 ・ 無 機 ナノ 構造 材料 


多孔 ・ 高 比 表面 積 ナノ 構造 体 


出典 : 特 許 庁 (2001) 、「 ナ ノ 構 造 材料 技術 に 関す る 技術 動向 調査 」、p.13. 
デー タベース : 日 本 特許 は 、PATOLIS、 欧米 特許 は 、WPINDEX(STN) 


2 ナノ テク ビジ ネス 市 場 


ナノ テク ビジ ネス 市 場 予測 に は さま ざま な 試算 が ある が , 経 団 連 は 2010 年 に は 27.3 兆 円 の 市 場 
規模 に な る と 予想 し て いる 。 また , 三 菱 総合 研究 所 と 日 本 経済 新聞 社 は ,2010 年 に 19.1 兆 円 と 予 
測 し て いる 。 
詳細 に 見 る と , 経 団 連 の 予測 で は ,IT・ エ レク トロ ニク ス 関 連 , 素 材 ・ 化 学 な どの 分 野 の 伸び が 大 き 
く ,2010 年 に は 両 分 野 計 で 22 兆 7,728 億 円 と 全体 の 83.39% を 占め る 見 通し と な っ て いる 。 

また , 三菱 総合 研究 所 と 日 本 経済 新聞 社 の 予測 で も ,IT・ エ レク トロ ニク ス 分 野 主導 の 市 場 イ メー ジ 
と な っ て お り ,2010 年 で の 上 位 5 分 野 と し て , 超 高密 度 記憶 用 磁気 材料 , 半 導体 製造 装置 , 光 メモ リ 
用 材料 , 次 世代 超 メ モリ , マ イク ロマ シン を 挙げ て お り ,16 兆 8,858 憶 円 と 全体 の 90% 近 く を 占め て 
いる 。 

中 で も , 超 高密 度 記憶 材料 を は じ め エ レク トロ ニク ス 関 連 の 材料 , 部 品 , 製 造 装 置 の 市 場 規 模 の 
大 き さ が 目 を 引く 。 これ は , 半 導体 集積 回 路 の 微細 化 な ど に 関し て , 従 来 の 削る , 加 工 す る と いう 従 
来 技術 で は , こ れ 以 上 の 微細 化 は , 技 術 的 に も コス ト 的 に も そろ そろ 限界 に き ほてい る た め と 考え られ 
る 。 ナノ レベ ル の 原子 ・ 分 子 を 積み 上 げ て , 部 品 , 製 品 を 作り 上 げ る 技術 の 確立 に に よって, これ まで 
の 材料 , 部 品 を 置き 換え る も の と し て 期待 され て いる 。 

また , 三 菱 総合 研究 所 と 日 本 経済 新聞 社 が ,2004 年 に 行っ た 調査 に よる と , ナ ノ 医 療 ( ナ ノ メ デ ィ 
シン ) の 領域 に お ける 世界 市 場 は ,DDS( 薬 物 伝達 シス テム ) だ け で ,2010 年 に 6 兆 7500 億 円 2015 


pail 
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する 有望 市 場 と 期待 され て いる 。 


図 4 経済 団体 連合 会 の 市 場 予測 
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出典 : 総合 科学 技術 会 議 ナ ノ テ クノ ロジ ー・ 材 料 プ ロジ ェクト (2001) 、「 ナ ノ テ クノ ロジ ー・ 材 料 
分 野 推進 戦略 プロ ジェ クト と り ま と め - 別 添 資料 -」 


こう し た 将来 の 市 場 予測 か ら は , ナ ノ テ ク ・ 材 料 ビ ジネス に お いて は , そ の 最終 応用 製品 . す な わ ち 
出口 戦略 が 重要 で ある こと が わか る 。 材料 分 野 に お ける 我が国 の 基礎 研究 レベ ル の 高 さ は , 競 争 
優位 の 源泉 と な ろう が , 残 念 な が ら , 材 料 だ け の 市 場 規 模 は 、 そ れ ほ ど 大 きく な い 。 IT・ エ レク トロ ニ 
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製品, すなわち 日 


HH 


を イメ ー ジ し た ビジ ネス 戦略 が 欠 


図 5 三菱 総合 研究 所 と 日 本 経済 新聞 社 の 共同 調査 
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3 ナノ テク ビジ ネス の 課題 


ナノ テク ビジ ネス に 取り 組む 企業 と 製造 業 全般 の それ ぞ れ に 「 技 術 が 製品 化 に つなが ら な い 要 
因 」 に つい て 質問 し た 調査 結果 が , 図 6 で ある 。 

ナノ テク が 製品 化 に つなが ら な い 要 因 と し て , 「 ビ ジョ ン の 描出 ・ 需 要 の コン セプト 化 (58%)」「\ 
(42%)」「 人 材 (35%)」「 外 部 と の 連携 (28%)」 が 上 位 を 占め た 。 注目 すべ き は , ナ ノ テ クビ ジネス に お 
て は 、 製造 業 全般 と 比較 し て , 「 資 金 」 が 製造 業 全般 (22%% の ほぼ 2 倍 , ま た 「 外 部 と の 連携 」 は , 
業 全般 (9%) の 3 倍 と な っ た こと で ある 。 

ナノ テク ビジ ネス は ,「 資 金 」 と 「 外 部 と の 連携 」 に お いて , 従 来 の 一 般 的 な 製造 業 と 大 きく 異な る ビ 
ジネス で ある こと 想定 され , こ の 2 つの 経営 課題 解決 は , ナ ノ テ クビ ジネス 成功 の 鍵 と 考え られ る 。 
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図 6 技術 が 製品 に つなが ら な い 要 因 
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出典 : 桐 畑 哲也 編著 、 久保 浩三 、 戸 所 義博 、 岩 田 章 裕 着 (2005)『 ナ ノ テ ク 革 命 を 勝ち 抜く 』、 講 


談 社 、p.45 


4 財務 マネ ジメント 


4.1 「 資 金 」 の 課題 


ナノ テク ビジ ネス に お いて , な ぜ 「 資 金 」 が 課題 な の か 。 その 背景 に 
継続 的 研究 開発 投資 が 必要 と いう ナノ テク ビ DM 
開発 に 
は , 設 備 投資 の 大 き さ だ ( は な い 。 


資金 が 必要 と され , 


必要 で ある が , ナ ノ テ クビ ジネス に 


ナノ テク な ど 先 端 技術 を ベー ス と し た ビ 
場 参画 企業 の 中 か ら , 独 占 的 な 地位 を 占め る 


高価 な ナノ レベ ル の 計測 機器 が 不可 


「 欠 で ある 点 な ど 、 ナノ テク の 研究 
資金 面 の 困難 さ 
MR ] 
企業 が | 


お ける 


が 利益 を 獲得 で き な い と いっ た 状況 が 散見 され る 。 


「 勝 者 が すべ て を 得る , し か も , タ 


E 行 者 が 勝者 と な る 可能 性 が 高い 」 と いう 
点 か ら 見 た 場合 極めて や っ か いで ある 。 必要 な 投資 資金 は 大 きい に も か か わら ず , そ の 投資 の 是 


非 を 他社 に 先駆 け て 決断 する 必要 が ある 。 


第 二 に 


いる 。 ナノ テク ビジ ネス で 持続 的 に 


, ナ ノ テ ク に お いて は 。 今 
は , 数 少な い 知 的 所 有 権 に の み 依 存 し て 長期 的 近作 可能 性 


後 種々 の 新しい 技術 の 発見 , 発 明 が + 


事業 を 展開 する た め 


は , 他 社 に 先駆 け 膨大 な 研究 


よ , 胎 大 な 資金 が 


期間 を 経て , グ ロー バル 市 


継ぐ 可能 性 が 高い 。 これ 
は 低い こと を 意味 し て 


は, 自社 の 競争 力 と し て 有効 に 機能 する 


場 環境 は , 経 営 者 の 視 


現す る こと が 多く , ま た , シ ェ ア 下 位 の 企業 


知 的 所 有 権 を 継続 的 に 補充 し か な けれ ば な ら ず 、 0 不可 欠 で ある 。 


4.2 ポー ト フ ォ リ オ , マ イル スト ン 管 理 


こ は , 研 究 開発 案件 , 事 業 化 案 件 毎 の /「 ポ ー ト フォ リオ 管 } 


こう し た 「 資 金 」 の マネ ジメント 


の 期間 ご と に 目 
撤退 する 等 の /「 マ イル スト ン 管 


標 を 定め , 目 標 に 著しく 達し て いな い 場 合 は , 当 該 分 野 の 研究 開発 、 事業 化 か ら 
理 」 が 有効 で ある 。 


研究 開発 , 事 業 案件 に つい て 、 会 社 全体 と し て の ポー ト フ ォ リ オ を 常に 意識 し , 研 究 開発 や や 事業 
化 の 優先 順位 を 明確 に し て お く 。 その 上 で , 一 定期 間 ご と に , 個 別 の 研究 開発 案件 , 事 業 化 案件 の 
継続 , 撤 退 を 検討 する 必要 が ある 。 

技術 を 曖昧 に 捉え て いる 場合 や 最終 応用 製品 , ア プリ ケー ショ ン 自 体 を 抽象 的 に 捉え て いる 場 
合 に も , 見 か け 上 , 最 終 応 用 製品 は 多く 見 え が ち で ある 。 自社 に お いて 研究 開発 を 行う 対象 と な る 
最終 応用 製品 に つい て は , つ ね に ビジ ネス の 視点 で 捉え な く て は な ら な い 。 

ポー ト フ ォ リ オ , マ イル スト ン 管 理 に 当たっ て は , 研 究 者 や 技術 者 が 研究 開発 案件 の リス ト ア ッ プ を 
行う 場合 自ら の 取り 組む 技術 に 過信 し て し まい が ち で ある 。 経営 者 , 投 資 家 と し て の 視点 が 欠か 
せな い 。 


5 外部 連携 マネ ジメント 


5.1 「 外 部 連携 」 の 課題 
TT 
が 広い こと が 背景 に ある 。 自社 の 枠 内 の 発想 で は , 最 終 応 用 製品 の 開拓 に お いて 十分 と は いえ な 
い 。 また , 内 部 で 閉じ て いて は , 技 術 主導 の ビジ ネス 展開 に 陥り や すい 。 

我が国 の 企業 に お いて は , こ れ ま で 自社 完結 或いは グル ー プ 内 完結 型 の 研究 開発 , ビ ジネス 展 
開 が 主流 と な っ て きた 。 ナノ テク ビジ ネス に お ける 最終 応用 製品 の 可能 性 が 幅広 いと いう 特質 は , 
こう し た 自社 又は , グ ルー プ 企 業 完結 型 の ビジ ネス 展開 で は , 逆 に ビジ ネス チャ ンス を 逃す 可能 性 
が ある 。 質問 票 調査 結果 は , ナ ノ テ クビ ジネス に 取り 組む 多く の 企業 が この こと を 認識 し 始め て いる 
こと を 示し て いる 。 

特に ナノ テク ・ 材 料 の ビジ ネス 戦略 に お いて は , 最 終 市 場 と し て IT・ エ レク トロ ニク ス , バ イオ テク ノ 


ーー 


ロジ ー 等 の 出品 イメージ が 重要 で ある 。 材料 の なみ では, 有望 な 技術 シー ズ の 事業 規模 拡大 も まま 
な ら な い 。 異 業 種 企 業 と の 知 的 連鎖 の プロ セス を 経て , 新 た な 製品 イメ ー ジ を 醸成 する 必要 が あろ 


PE ルレ 2 o 1 
カギ を 自社 で 確保 し た 上 で , 外 部 連携 を 図る 必要 が ある こと は 言う まで も な い 。 

例え ば , 積 極 的 な ナノ テク ビジ ネス 展開 で 知ら れる 我が国 の 大 手 総合 商社 の 強み は , 本 来 独自 
の ネッ トワ ー ク と 情報 収集 カカ , さ ら に は コー ディ ネー ショ ン 人 能力 で ある 。 し か し な が ら , 大 手 総合 商社 
の 中 に は 、 高 い コ ローディ ネー ショ ン 能 力 に 依存 せ ず , 自 ら 研 究 開発 に 乗り 出す , ま た , 徹 底 し た 知 的 
財産 戦略 を 打ち 出す 商社 が 複数 ある 。 こう し た 大 手 総 合 商社 の ビジ ネス 戦略 を 見 て も , ナ ノ テ クビ 
ジネス の 利益 の 源泉 は , 研 究 開発 その も の で あり , そ の 結果 と し て の 知 的 財産 に ある こと が わか る 。 
外部 と の 連携 に より , 最 終 応用 製品 イメ ー ジ , 市 場 ニ ー ズ を 獲得 する 努力 は 欠か せな い が , 利 益 の 
源泉 で ある 研究 開発 , 知 的 財産 は , 確 実に 自社 で 握る 必要 が あろ 2 う 。 

ナノ テク ・ 材 料 ビ ジネス に お いて は 、 バ イオ テク ノロ ジー 分 野 等 と 同様 に 、IT・ エ レク トロ ニク ス 分 
野 と 比べ て 、 知 的 財産 権 に より 製品 差別 化 が 図り や すい 。 
IT、 エ レク トロ ニク ス 分 野 に お いて は 、 例え ば 、 携 帯電 話 1 製品 あたり の 知 的 財産 権 (特許 な ど ) 数 
が 1000 を 越す こと な どか ら み て も 、 少 数 の 知 的 財産 権 に 依存 し 、 他社 の 市 場 参 入 を 阻止 する こと 
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は 難し い 。 この た め 、 市場 の ライ バル 企業 間 に よ る 特許 の 相互 開放 の 動き が 広がっ て いる 。 一 方 、 
バイ オ テ ク ノロ ジー 分 野 同様 、 材 料 分 野 に お いて は 、 比 較 的 少数 の 画 期 的 な 知 的 財産 権 の 独占 
排他 権 に よっ て 、 他社 の 市 場 参入 を 阻止 する こと が 出来 る 。 実際 、 材 料 、 バ イオ テク ノロ ジー 分 野 
に お いて は 、 市 場 の ライ バル 企業 間 に よ る 特許 の 相互 開放 の 動き が 多く な い の は その た めで ある 。 
ナノ テク ・ 材 料 の ビジ ネス 戦略 に お いて は 、 知 的 財産 権 を 重視 し た 戦略 的 ビジ ネス 展開 が 重要 で 
あろ う 。 


6 起業 家 精 神 


ナノ テク ビジ ネス は , 一 部 実用 化 段 階 ( RR に ある が , 多 く は , 製 品 開発 , す な わ ち 最 
終 応用 製品 の 開拓 段階 に あり , 本 格 的 な 産業 化 に は 、 ま だ し ば らく 時 間 が か か る 。 この 間 , 膨 大 な 
研究 開発 資金 を 捨 出 し , DD ジメント は 困難 を 極め る 。 

ナノ テク ビジ ネス に 取り 組む 企業 に お いて は , 将 来 的 に は , 巨 大 市 場 で ある 民生 用 の 市 場 を ター 
ゲッ ト と し な が ら も , 現 時 点 で は , 全 世界 の 大 学 , 研 究 所 , 研 究 機 関 を 主 な 顧客 と し て 事業 を 行う と こ 
ろ が ある 。 

ナノ テク ビジ ネス は ,Development( 研 究 )to Customer (顧客 ) で は な く ,Development (研究 ) to 
Development (研究 ) が 主流 で ある と いわ れる 所 以 で ある 。 

こう し た 状況 で は , 市 場 の 変化 に 応じ て , 機 敏 に ビジ ネス チャ ンス を 捉え る 機動 力 , す な わ ち 起業 
家 精 神 が 問 われ る こと に な る 。 

Drucker(1985) は , 起 業 家 に 求め られ る イノ ベー ショ ン の 源泉 と し て ,(1) 予 期 せ ぬ 成 功 と 失敗 を 利 
用 する ,(②) ギ ャ ッ プ を 探す ,(3) ニ ー ズ を 見 つけ る ,(④ 産 業 構造 の 変化 を 知る ,(5) 人 口 構造 の 変化 に 
着目 する ,(⑥ 認 識 の 変化 を と ら え る ,(?⑦ 新 し い 知識 を 活用 する , の 7 つ を 指摘 し て いる (pp.35-36)。 
ナノ テク ビジ ネス に お いて は , チ ャ ンス を 機敏 に 捉え て ビジ ネス に 結び つけ る 機動 性 も 求め られ 
る 。 


お わり に 


ナノ テク ビジ ネス に お いて は , 資 金 , 外 部 連携 の 課題 解決 に 向け て 「 ポ ー ト フォ リオ , マ イル スト ン 
の な の 有効 で ある こと を 論じ た 。 

こう し た 個々 の 企業 に お ける ナノ テク ビジ ネス 戦略 の 精 級 化 は も ちろ ん だ が , 政 府 や 経済 界 
の こ お い て 我が国 が 主導 的 な 役割 を 担 2 た め に は , ク リン トン 演説 の 例 を 
待つ まで も な く , 公 的 セク ター の 果たす べき 役割 は 大 きい 。 
最後 に . ナ ノ テ ク 産 業 化 に 向け て 求め られ る 公 的 セク ター の 役割 と し て ,(1) 公 的 資金 の 柔軟 性 向 
上 ,(② 暴 分 野 , 異 業種 の 連携 促進 の 2 点 に つい て 指摘 し , 結 びと か える 。 


公 的 資金 の 柔軟 性 向上 

資金 面 の 問題 は , 米 国 で は 先端 科学 技術 事業 化 の 最 重 要 課 題 と 認識 され て いる 。 この た め 
1980 年 代 以 降 , 製 品 開発 段階 の 資金 ギャ ッ プ 解消 を 目的 に ,ATP(Advanced Technology 
Program) や SBIR (Small Business Innovation Research) 等 の 中 小 企業 を 対象 と し た 研究 開発 支援 


制度 が 導入 され た 。 
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し か し 「 公 的 資金 が 提供 され た 企業 に 対し , 当 該 事 業 以外 の 有望 事業 へ の 資金 転用 を 認め る べ 
き で ある (Lerner,2000,p.91) 」 と の 指摘 が ある よう に , 時 間 の 経過 と 共に 刻々 と 変化 する ビジ ネス 環 
境 に 柔軟 に 対応 し な けれ ば な ら な い 企 業 に と っ て , 米 国 の 現状 の 公 的 資金 は 柔軟 性 が 欠け て い 
る と の 課題 が 論じ し られ で いる 。 こう し た 公 的 資金 の 柔軟 性 の 欠如 に 関し て は , 我 が 国 に お いて も 同 
様 の 状況 が 散見 され る 。 公 的 資金 の 柔軟 性 の 向上 は , ナ ノ テ ク 産 業 化 促進 の 観点 か ら 、 改善 され 
る べき 主要 な 課題 の りー つ で ある 。 


暴 分 野 , 異 業種 の 連携 促進 

従来 の 企業 の 枠 を 超え て 、 異 業 種 企 業 な ど に 対す る 試作 品 等 の 提供 機会 を 通じ た 新た な キラ 
ー ア プリ ケー ショ ン の 発掘 が 、 ナ ノ テ クビ ジネス に 取り 組む 企業 の コン セン サス と な りつ つ あ る 。 ナ 
ノ テ クビ ジネス に 関す る 先行 研究 で も , ナ ノ テ ク の 製品 開発 に は , 学 際 的 , 分 野 横断 的 な 取組 み が 
求め られ る と 指摘 し て いる (Bucher et al.,2003: Uldrich and Deb Newberry,2003)。 

従来 の 学問 , 企 業 グ ルー プ , 業 界 を 越え た 異 分 野 , 異 業種 と の 連携 が , 革 新 的 な 製品 開発 に は 欠 
か せな い 、。 公 的 セク ター に お いて OU OU 
優遇 する , 公 的 な 研究 施設 の 整備 に あたっ て は 媒 分 野 , 異 業種 融合 に 資す る も の を 優先 する 等 
施策 が 求め られ る 。 
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